


1 電源を準備する
（☞ 5～ 8ページ）

2 カフを正しく巻く
（☞ 9～ 10 ページ）

3 測定をする
開始／終了スイッチを 
１回押してください。

（☞ 11～ 14 ページ）

4 測定結果を確認する
（☞ 20～ 23 ページ）
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安全上のご注意＜必ずお守りください＞

ここに示した注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐた
めのものです。次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文をお読
みになり、記載事項をお守りください。

表示の説明

誤った取り扱いをすると、人が傷害（*1）を負うことが
想定されるか、または物的損害（*2）の発生が想定され
る内容を示します。

*1： ωὡǯǶƲ ǲЊ ȋ ǵ ș ǜǱǋȯȪƲȋǘǰƲ Ǳǰ

șǜǞȅǠƳ

*2： ὡǯǶƲὤᾶɵὤ ǑȏǺὤ ɵɘɁɆǱǰǲ ȖȒ Ẏ ὡș

ǜǞȅǠƳ

図記号の説明

禁止

 は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示
します。

強制

 は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示
します。

注意

 は、注意を示します。
具体的な注意内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示
します。
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一般的な注意事項 ◉

禁止

測定結果をもとに、自己判断で治療しない
薬剤の服用および治療については医師の指示に従ってください。
※	 守らないと、病気が悪化することがあります。

子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところで使わない
※	 守らないと、ケガ・事故の原因になります。

点滴・輸血中の人は使用しない
※	 守らないと、体調不良を起こすことがあります

長時間、繰り返して測定をしない
※	 守らないと、ケガ・誤測定の原因になります。

血圧測定以外の目的で使用しない
※	 守らないと、事故・故障の原因になります。

可燃性・支燃性ガスを使用する環境では使用しない
※	 守らないと、火災・故障の原因になります。

カフを腕に巻かない状態で加圧しない
※	 守らないと、故障・誤動作の原因になります。

衝撃を加えたり、落下させない
※	 守らないと、故障の原因になります。

強い静電気や電磁波に近づけない
※	 守らないと、故障・誤動作の原因になります。
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一般的な注意事項（つづき） ◉

禁止

測定中に携帯電話を使用しない
※	 守らないと、誤動作の原因になります。

専用のカフ以外は使用しない
※	 守らないと、誤測定・誤動作の原因になります。

分解禁止

分解・修理・改造はしない
※	 守らないと、火災・感電・故障の原因になります。

強制

ペースメーカなど（体内埋め込み型医用電気機器）を使用し
ている人は、必ず医師とよく相談のうえ、影響のないことを
確認してから使用する
※	 守らないと、病気が悪化することがあります。

腕部に重度の血行障害のある人は、必ず医師とよく相談の上、
影響のないことを確認してから使用する
※	 守らないと、体調不良を起こすことがあります。

この取扱説明書をよく読み、理解してから使用する
※	 守らないと、事故・故障の原因になります。

加圧値が 280mmHgをこえそうなときは、ただちに測定を 
中止する
※	 守らないと、圧迫により腕に一過性の内出血を起こすことがあります。

手動加圧をするときは、この取扱説明書（☞ 14ページ）を 
参照し、正しく使用する
※	 守らないと、圧迫により腕に一過性の内出血を起こすことがあります。



v

ὄЋʣǵǛ

ACアダプタの取り扱いについて ◉

禁止

タコ足配線で使用しない
※	 守らないと、火災・感電・誤動作の原因になります。

強制

コンセントから ACアダプタを抜くときは、ACアダプタ本体を
持って抜く
血圧計からアダプタプラグを抜くときは、アダプタプラグを
持って抜いてください。
※	 守らないと、火災・感電・故障の原因になります。

長時間使用しないときは、必ずコンセントから ACアダプタを
抜く
※	 守らないと、火災・感電の原因になります。

発火注意

専用の ACアダプタ（TB-233）以外は使用しない
※	 守らないと、火災・感電・故障の原因になります。

AC100V 以外の電源では使用しない
※	 守らないと、火災・誤動作の原因になります。

AC アダプタのコードを束にしない
※	 守らないと、火災・感電の原因になります。

AC アダプタのコードの上に物を置かない
※	 守らないと、火災・感電の原因になります。

感電注意

ぬれた手で、ACアダプタをコンセントから抜き差ししない
※	 守らないと、感電・ケガの原因になります。
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電池の取り扱いについて ◉

禁止

単３形マンガン（またはアルカリ）乾電池以外は使用しない
※	 守らないと、故障の原因になります。

新しい電池と古い電池、種類の違う電池を混ぜて使用しない
※	 守らないと、故障の原因になります。

電池の を間違えて使用しない
※	 守らないと、故障の原因になります。

強制

万一、電池の液が目に入ったときは、すぐに多量のきれいな
水で洗い流す
必ず医師の治療を受けてください。
※	 守らないと、失明など障害の原因になります。

万一、電池の液が皮膚や衣服についたときは、すぐに多量の
きれいな水で洗い流す
※	 守らないと、ケガなどの原因になります。

電池は、使い切ったら４本同時に新しいものと交換する
※	 守らないと、故障の原因になります。

長期間（１ヶ月以上）使用しないときは、電池を取り出しておく
※	 守らないと、故障の原因になります。

使用済みの電池は、お住まいの市区町村の指導に従い処分する
※	 守らないと、火災・事故の原因になります。
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点検・修理について ◉

強制

異常を感じたときは、すぐに使用を中止し、点検・修理を 
依頼する
※	 守らないと、事故・故障の原因になります。
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血圧測定のまえに

ご家庭での血圧測定の重要性 ◉
高血圧は症状が出ないため放置する人が多く、糖尿病や肥満、高脂血
症などと合併して心臓病や脳卒中になり、どうきや息切れなどの症状
がでるようになってから身体の異常に気づくため、病状がかなり進行
してしまっている場合があるようです。

また、１年に１回の健康診断では、緊張から血圧値が高めに出ること
が多く、１回の測定だけで高血圧かどうかの判断はできません。 

病気の早期発見や合併症の発症を抑えるためにも、普段から家庭で血
圧を測定し、記録しておくことが大切です。

早朝の血圧や日内変動などを含め、通常の血圧値を知り、生活習慣の
改善や治療に役立てましょう。

血圧は常に変動しています ◉
血圧は心臓の動きに合わせて一拍ごとに変動する大変デリケートなも
のです。１日のうちご自分では気付かないうちに、いろいろな状況に
応じて 30 ～ 50mmHgの変動をすることがあります。

また、寒い時期は、体温の発散を防ぐために血管が収縮するため血圧
が上昇しやすく、夏期は逆に血圧が低くなる傾向があるようです。

こうした外的要因のほかに、ストレスや感情の起伏といった精神的な
ものが原因で大きく変化することがあります。つまり、測るときの状
況で測定値に大きな差が出てしまうわけです。

そこで、測定による誤りをできる限り防ぎ、正しい測定値を求めるた
めには、本人による継続的な測定が、たいへん重要になるわけです。


